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土

第
一
節

道

路
。
橋

梁

一
、
国

美
川
村
誕
生
以
来
、
道
路
等
の
規
模
・
内
容
整
備
の
向
上
は
め
ざ

ま
し
い
も
の
で
あ
る
。
道
路
を
語
る
に
は
先
ず
国
道
三
三
号
線
を
忘

れ
て
は
な
る
ま
い
。
当
時
の
国
道
は
名
称
を
二
三
号
線
と
称
し
て
い

た
が
三
〇
年
以
降
に
そ
の
名
も
国
道
三
三
号
線
と
改
め
ら
れ
た
。
そ

の
他
の
路
線
に
つ
い
て
も
次
々
と
名
称
変
更
が
あ
っ
た
の
で
こ
こ
で

説
明
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
先
ず
県
道
で
は
主
要
地
方
道
で
あ

木

る
久
万
̃
面
河
線
が
石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
計
画
に
ょ
っ
て
西
条
を

起
点
と
し
西
条
̃
久
万
線
と
変
り
、
河
口
̃
横
河
原
線
が
美
川
̃
松

山
線
、
下
組
̃
中
国
線
が
美
川
̃
小
田
線
、
弘
形
̃
横
河
原
停
車
場

国道の改良事業の概要

国道総延長 120,100m (美川村内延長13.310m)

県内橋延長919m, 24本(美川村内延長185.7m, 3本)

県内トンネル延長 891m, 3本(美川村内トンネル0)

れ
た
。
そ
の
架
け
替
え
の
位
置
は
現
在
の
有
枝
橋

川
下
約
一
〇
〇
㍍
の
位
置
に
決
定
さ
れ
た
。
こ
の

と
き
か
ら
公
共
道
路
等
の
用
地
が
本
格
的
に
買
収

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
所
有
権
移
転
の
登
記
ま
で

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
国
道
の
維

持
・
管
理
は
県
に
於
い
て
行
っ
て
い
た
が
、
今
回

の
一
大
改
良
工
事
か
ら
国
営
で
施
行
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

こ
の
橋
梁
改
築
工
事
は

松
山
の
大
手
請
負
業
者
の

「
右
党
組
」

の
手
に
よ
っ

て
着
工
さ
れ
、
近
代
化
し

た
土
木
機
械
の
ブ
ル
ド
ー

第1章 土

線
が
美
川
̃
川
内
線
、
久
万
̃
池
川
線
が
池
川
̃
久
万
線
と
、
そ
れ

ぞ
れ
改
名
さ
れ
た
。

さ
て
国
道
改
良
の
発
端
は
大
字
有
枝
の
有
板
橋
改
築
か
ら
始
め
ら

ザ
ー
、
或
は
シ
ョ
ベ
ル
等
の
エ
ン
ジ
ン
の
音

が
終
日
谷
間
に
こ
だ
ま
し
、
地
方
で
は
始
め

て
の
大
工
事
で
あ
っ
た
。
地
域
の
住
民
は
こ

の
状
況
を
見
て
、
昔
の
モ
ツ
コ
・
ツ
ル
ハ
シ

の
原
始
的
な
工
事
と
比
較
し
驚
歎
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。
昭
和
三
五
年
二
月
に
前
後
の
取

国道に架る美川地内の主な橋梁
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付
道
路
を
含
め
て
完
成
し
、
現
地
に
お
い
て
落
成
式
及
び
記
念
祝
賀

会
が
挙
行
さ
れ
、
そ
の
名
も
「
河
口
橋
」
と
命
名
さ
れ
た
。
国
道
三

三
号
線
の
改
良
工
事
は
こ
こ
を
最
初
と
し
て
、
村
内
至
る
と
こ
ろ
か

ら
工
区
を
分
け
て
、
建
設
の
声
が
あ
が
っ
た
。

こ
の
国
道
の
起
点
は
高
知
市
で
、
終
点
は
松
山
市
の
市
役
所
前
で

あ
る
。
愛
媛
県
側
は
昭
和
三
四
年
八
月
に
着
工
さ
れ
、
昭
和
四
一
年

に
改
良
工
事
が
完
成
し
た
。

こ
の
改
良
工
事
で
美
川
村
地
内
で
最
も
単
価
の
大
き
か
っ
た
の

は
、
日
野
満
・
桧
ケ
谷
の
一

㍍
当
り
四
〇
万
円
で
あ
っ

た
。舗

装
工
事
に
つ
い
て
は
改

橋
良
済
み
の
所
か
ら
逐
次
着
工

大

し
、
昭
和
三
九
年
か
ら
四
二

川

年
ま
で
に
完
成
し
た
。

美

村
内
の
国
道
に
は
主
な
橋

梁
が
五
本
あ
る
が
、
な
か
で

も
御
三
戸
に
架
け
ら
れ
た

「
美
川
大
橋
」
は
郡
内
で
最

も
規
模
が
大
き
く
、
架
橋
位
置
の
決
定
に
つ
い
て
も
関
係
者
は
苦
労

し
た
も
の
で
あ
る
。
旧
国
道
沿
線
の
住
民
と
し
て
は
現
在
の
御
三
戸

橋
か
ら
上
流
の
現
在
の
久
万
農
協
御
三
戸
支
所
前
の
位
置
と
す
る

か
、
或
は
昔
の
国
道
で
あ
っ
た
堤
・
御
三
戸
間
の
道
路
を
利
用
し

て
、
久
主
ノ
下
り
か
ら
堤
へ
の
架
橋
を
、
そ
れ
ぞ
れ
希
望
し
た
。
建

設
省
と
し
て
は
御
三
戸
。
堤
の
い
ず
れ
の
部
落
も
地
す
べ
り
地
帯

で
、
地
盤
が
軟
弱
な
た
め
技
術
的
に
不
適
当
で
あ
り
、
ま
た
沿
線
の

家
屋
の
移
転
等
も
考
慮
し
難
色
を
示
し
た
。
種
々
検
討
さ
れ
た
結

果
、
現
在
の
位
置
に
決
定
し
、
左
岸
の
橋
台
付
近
に
あ
っ
た
水
口
・

岡
本
の
二
軒
を
移
転
さ
せ
て
美
川
大
橋
の
完
成
を
見
た
の
で
あ
る
。

な
お
国
道
改
良
土
事
完
成
の
陰
に
三
坂
・
溶
出
・
古
床
な
ど
の
各

工
区
で
作
業
中
の
事
故
で
尊
い
人
命
が
奪
わ
れ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
る
ま
い
。

現
在
、
高
知
県
境
付
近
の
大
波
ダ
ム
建
設
に
よ
り
水
没
す
る
区
間

の
付
替
工
事
を
除
い
て
は
全
線
完
了
し
、
近
代
的
な
道
路
に
改
良
さ

れ
た
。
沿
線
住
民
に
と
っ
て
悩
み
の
種
で
あ
っ
た
雨
天
時
の
水
溜

り
、
或
は
早
天
時
の
砂
ぽ
こ
り
の
補
い
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
が
、
諸
事
の
交
通
量
は
し
だ
い
に
増
加
し
、
多
発
す
る
交
通
事

故
並
び
に
交
通
公
害
に
新
た
に
心
を
い
た
め
る
事
と
な
っ
て
来
た
。
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二
、
県

さ
て
橋
梁
架
け
替
え
等
に
よ
っ
て
不
要
と
な
っ
た
道
路
、
及
び
橋

梁
の
河
口
・
尾
貝
・
久
主
ノ
下
り
・
御
三
戸
・
成
川
・
古
床
の
五
ヶ

所
に
つ
い
て
は
、
完
成
後
に
村
道
と
し
て
認
定
さ
れ
て
現
在
に
至
っ

て
い
る
。
美
川
村
で
最
も
古
い
永
久
橋
で
あ
る
有
枝
橋
に
つ
い
て

は
、
上
部
橋
面
が
木
材
で
あ
っ
た
も
の
で
、
村
道
認
定
前
に
県
が
コ

ン
ク
リ
ー
ト
橋
面
に
改
築
し
、
高
欄
も
こ
の
と
き
改
造
さ
れ
た
。

国
道
三
三
号
線
の
改
良
に
と
も
な
い
、
そ
の
支
線
と
な
る
県
道
・

村
道
の
改
良
舗
装
が
当
然
の
課
題
と
な
っ
て
来
た
。
昭
和
四
一
年
に

は
石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
計
画
が
立
て
ら
れ
た
。
こ
の
工
事
着
工
と

併
せ
て
御
三
戸
か
ら
面
河
村
関
門
に
至
る
県
道
池
川
̃
久
万
線
と
、

こ
の
計
画
に
ょ
っ
て
起
点
を
西
条
に
変
更
改
名
さ
れ
た
西
条
̃
久
万

木

線
(
も
と
は
久
万
̃
面
河
線
)
の
改
良
が
必
要
と
な
っ
た
。
ま
ず
御
一
二

戸
の
国
道
分
岐
点
か
ら
着
工
、
昭
和
四
〇
年
か
ら
四
三
年
ま
で
に
竜

宮
随
道
ま
で
事
業
費
二
、
一
〇
〇
万
円
を
も
っ
て
二
車
線
に
改
良
さ

第1章 土

れ
た
。
こ
れ
と
前
後
し
て
西
古
味
・
東
古
味
の
通
り
が
改
良
さ
れ
、

横
山
付
近
ほ
か
局
部
的
に
現
在
も
拡
張
工
事
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

近
年
の
道
路
工
事
の
悩
み
と
す
る
も
の
に
、
用
地
買
収
が
挙
げ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昔
は
あ
ら
ゆ
る
工
事
の
用
地
は
、
ほ
と
ん
ど

寄
付
に
よ
っ
た
の
で
、
経
済
的
に
も
事
務
的
に
も
比
較
的
苦
労
は
し

な
か
っ
た
が
、
国
道
改
良
の
用
地
買
収
を
機
に
、
す
べ
て
用
地
は
買

収
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
土
地
の
所
有
形
態
、
或
は
買
収
単
価
な
ど

個
々
に
お
い
て
条
件
は
異
る
が
、
買
収
費
の
増
高
は
も
と
よ
り
買
収

作
業
に
多
く
の
時
間
を
要
し
、
事
業
担
当
者
の
苦
労
は
な
み
た
い
て

い
で
な
い
。
用
地
買
収
の
作
業
が
終
れ
ば
事
業
は
七
〇
な
い
し
八
〇

%
を
完
了
し
た
感
じ
が
す
る
、
と
さ
え
言
わ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。

昭
和
三
五
年
頃
の
国
道
用
地
買
収
費
は
宅
地
で
三
・
三
平
方
㍍
当
り

五
、
〇
〇
〇
円
か
ら
一
万
二
、
〇
〇
〇
円
、
山
林
で
一
〇
岬
当
り
一

万
五
、
〇
〇
〇
円
か
ら
二
万
五
、
〇
〇
〇
円
、
昭
和
四
〇
年
頃
に
は

宅
地
三
万
円
か
ら
五
万
円
、
山
林
三
万
円
か
ら
五
万
円
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
、
年
々
単
価
は
上
昇
し
て
い
る
。

県
道
改
良
で
主
な
も
の
は
美
川
千
言
松
山
線
及
び
美
川
̃
川
内
線

(
黒
藤
川
分
)
と
前
記
の
西
条
̃
久
万
線
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
道

路
に
あ
っ
て
も
自
動
車
の
急
激
な
増
加
に
ょ
る
交
通
量
の
増
加
と
、

交
通
安
全
対
策
の
重
視
な
ど
に
よ
り
改
良
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
局
部

的
に
工
事
が
行
わ
れ
、
そ
の
量
お
よ
び
事
業
費
が
増
大
し
て
い
る
。

美
川
̃
松
山
線
は
大
正
・
昭
和
と
延
長
さ
れ
、
一
時
中
断
さ
れ
て
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い
た
が
昭
和

三
五
年
か
ら

工
事
が
再
開

さ
れ
た
。
以

来
一
〇
年
を

経
て
四
五
年

に
久
万
町
中

野
村
と
結
ば

れ
、
国
道
三

三
号
線
の
迂

回
路
と
も
な

る
道
路
が
完

成
し
た
。
途

中
の
有
枝
川

県道の現況 (昭49.3.31現在)

に
架
る
土
谷
橋
は
昭
和
三
九
年
に
旧
中
津
大
橋
の
古
材
で
架
設
さ
れ

た
が
四
八
年
に
永
久
橋
と
な
っ
た
。
こ
の
道
路
の
完
通
に
は
新
谷
村

長
は
も
と
よ
り
、
前
村
長
の
土
居
通
栄
、
ま
た
日
野
久
万
町
長
を
は

じ
め
、
久
万
町
中
野
村
の
秋
本
富
栄
・
梶
川
直
栄
な
ど
、
多
く
の
人

々
の
努
力
が
あ
っ
た
。
思
え
ば
大
正
七
年
に
起
点
の
河
口
に
着
工
以

来
、
目
的
の
久
万
町
へ
の
完

通
ま
で
、
幾
多
の
苦
労
と
歳

月
を
要
し
た
の
で
あ
っ
た
。

昭
和
三
五
年
に
工
事
が
再
開

さ
れ
、
昭
和
四
五
年
の
完
成

に
至
る
迄
に
は
三
、
六
五
〇

万
三
、
〇
〇
〇
円
が
投
入
さ

れ
た
。
こ
の
工
区
は
有
枝
の

通
称
、
風
呂
ケ
谷
か
ら
村
境

ま
で
で
あ
っ
た
。
昭
和
四
五

年
一
二
月
一
五
日
当
時
の
道

路
課
長
外
県
係
官
や
地
元
県
要

会
議
貝
、
久
万
・
美
川
両
町
概

村
長
を
始
め
関
係
者
多
数
出
事

席
の
も
と
に
完
成
を
祝
っ
て
工

現
地
に
於
い
て
落
成
式
を
挙
な

行
し
た
。

県
道
美
川
̃
川
内
線
の
改

良
は
旧
中
津
村
当
時
か
ら
の

188



懸
案
で
あ
っ
た
。
た
び
た
び
そ
の
機
運
が
あ
り
な
が
ら
実
現
で
き
な

か
っ
た
が
、
二
箆
へ
の
パ
ス
乗
入
れ
運
動
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
が
動

機
と
な
っ
た
。
当
初
は
古
床
か
ら
二
箆
へ
の
パ
ス
乗
入
を
目
標
に
、

地
元
関
係
者
と
村
が
一
体
と
な
っ
て
道
路
改
良
に
つ
い
て
県
当
局
へ

強
力
に
運
動
を
行
な
っ
た
。
そ
の
結
果
と
り
あ
え
ず
悪
い
部
分
か
ら

局
部
的
に
改
良
工
事
に
着
工
す
る
こ
と
と
な
り
、
必
要
と
す
る
用
地

は
地
元
促
進
委
員
の
献
身
的
努
力
に
よ
っ
て
、
二
箆
地
区
に
つ
い
て

は
す
べ
て
寄
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

」
う
し
て
昭
和
三
八
年
か
ら
昭
和
四
二
年
の
パ
ス
運
転
開
始
ま
で

に
は
実
に
六
三
箇
所
、
延
べ
二
、
三
二
四
M
を
改
良
し
、
そ
の
事
業

費
は
二
、
O
七
O
万
四
千
円
を
要
し
た
。
こ
の
ほ
か
地
元
民
の
汗
の

奉
仕
に
よ
り
簡
単
な
切
取
り
工
事
お
よ
び
待
避
所
の
設
置
な
ど
が
行

な
わ
れ
、
そ
の
出
役
数
は
延
べ
一
、

一
八
O
人
に
の
ぼ
り
、
村
か
ら

木

は
砂
利

・
火
薬
代
な
ど
必
要
資
材
費
と
し
て
八
九
万
九
千
円
を
投
入

し
た
。
四
五
年
か
ら
は
、
さ
ら
に
長
崎
ま
で
の
パ
ス
乗
入
れ
を
目
標

に
二
箆
i
長
崎
聞
に
工
事
を
の
ば
し
、
昭
和
四
九
年
三
月
ま
で
に
、

土

そ
の
事
業
費
四
、
六
七
四
万
九
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

第 1章

県
道
美
川
嶺
公
園
線
は
は
じ
め
林
道
大
谷
線
と
し
て
ス
キ
l
場
ま

で
が
開
設
さ
れ
、
先
に
認
定
さ
れ
て
い
た
大
谷
部
落
ま
で
の
六
、
三

格
さ
れ
た
。
そ
の
延
長
は
一
一
、

O
O
M
の
村
道
を
含
め
て
、
昭
和
四
七
年
三
月
二
二
日
に
県
道
に
昇

一
三
八
J
と
な
っ
た
。
現
在
も
な

工
事
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

お
ス
キ
l
場
、
或
は
大
川
嶺
自
然
公
園
へ
の
主
要
路
線
と
し
て
改
良

あ
ら
ゆ
る
事
業
の
う
ち
、
国
営
の
事
業
は
村
費
負
担
は
必
要
で
な

い
が
、
県
営
事
業
に
あ
っ
て
は
国
費
が
あ
る
も
の
は
事
業
費
の
一
%

か
ら
三
%
、
県
単
独
費
の
場
合
は
五
%
か
ら
三
O
%
を
村
費
で
負
担

し
て
い
る
。
こ
れ
は
昭
和
三
四
年
に
制
定
さ
れ
た
県
の
土
木
建
設
事
，

業
費
負
担
金
条
例
に
基
づ
い

て
負
担
し
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
昭
和
四
四
年
に
県
条
例

の
改
正
に
よ
っ
て
県
が
国
費

橋

の
補
助
を
受
け
て
行
う
事
業

l
 
l
 

--a' 

に
は
村
費
負
担
は
い
ら
な
く

七

な
り
、

ま
た
四
七
年
に
も
条

仕

例
が
改
正
さ
れ
て
負
担
率
は

五
%
か
ら
最
高
一
O
%
ま
で

に
軽
減
さ
れ
た
。
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県
道
の
橋
梁
の
大
き
い
も



の
は
美
川
村
内
で
四
本
あ
る
。
昭
和
三
七
年
三
月
の
仕
七
川
橋
の
完

成
に
続
い
て
中
津
大
橋
・
大
川
橋
・
上
谷
橋
と
四
九
年
三
月
ま
で
に

大
小
合
せ
て
一
〇
本
の
橋
梁
が
木
橋
か
ら
永
久
橋
へ
と
姿
を
変
え
て

い
っ
た
。

な
か
で
も
旧
任
七
川
橋
は

吊
橋
で
あ
っ
た
が
、
し
だ
い

に
交
通
量
が
ふ
え
、
諸
事
は

大
型
化
す
る
た
め
維
持
修
繕

を
毎
年
行
わ
な
く
て
は
な
ら

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
改
築
の

計
画
が
な
さ
れ
た
が
、
吊
橋

は
そ
の
ま
ゝ
に
し
て
上
流
側

に
併
行
に
架
け
る
こ
と
に
な

り
、
両
岸
の
屋
家
八
戸
程
が

橋大津申

し
完
成
し
た
。
こ
の
竜
宮
隆
運
は
工
事
中
通
行
の
制
限
が
不
可
能
で

あ
る
た
め
、
両
側
か
ら
河
原
に
取
付
道
路
と
川
の
部
分
に
仮
設
道
路

を
造
っ
て
工
事
中
の
諸
事
の
迂
回
路
に
使
用
し
た
。

県
道
舗
装
事
業
は
国
道
に
続
い
て
仕
七
川
橋
前
後
の
両
古
味
か
ら

着
工
に
な
り
、
国
道
改
良
に
ょ
り
付
替
え
に
な
っ
た
旧
国
道
の
河
口

か
ら
成
川
ま
で
の
五
箇
所
が
舗
装
さ
れ
た
。
お
お
む
ね
本
格
的
な
事

業
が
始
っ
た
の
は
昭
和
四
〇
年
の
東
古
味
よ
り
横
山
に
向
っ
て
の
舗

装
か
ら
で
あ
り
、
東
川
・
水
押
・
長
瀬
・
竹
谷
・
黒
藤
川
・
大
川
・
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移
転
、
あ
る
い
は
改
造
を
必
要
と
し
た
。

村
内
に
あ
る
県
道
に
は
境
野
・
竜
宮
・
横
山
下
と
隠
遁
が
三
本
あ

る
が
、
そ
の
う
ち
二
本
に
つ
い
て
は
既
に
改
築
が
完
了
し
て
い
る
。

県
境
に
あ
る
境
野
随
道
は
昭
和
三
九
年
三
月
に
完
成
し
、
御
三
戸

の
竜
宮
随
道
は
昭
和
四
六
年
三
月
に
二
車
線
で
両
側
に
歩
道
を
併
設

有
枝
等
の
家
屋
連
接
地
区
か

ら
逐
次
舗
装
さ
れ
、
昭
和
四

九
年
三
月
現
在
で
は
水
押
か

ら
村
境
、
黒
藤
川
か
ら
二
箆

の
間
、
木
地
か
ら
長
崎
、
大

川
上
組
か
ら
大
棚
ま
で
、
有

枝
本
村
か
ら
久
万
町
境
ま
で

の
間
な
ど
を
残
し
主
要
な
と

こ
ろ
の
大
半
は
舗
装
道
と
な

っ
た
。
昭
和
四
九
年
三
月
現

在
の
県
道
舗
装
率
は
四
五
%

境 野 随 道



と
な
っ
て
い
る
。

三
、
村

道

村
道
の
新
設
改
良
で
は
、
あ
ま
り
め
ざ
ま
し
い
も
の
は
な
か
っ
た

が
、
県
費
補
助
事
業
或
は
愛
媛
県
低
開
発
地
域
振
興
対
策
事
業
な
ど

に
よ
り
、
梅
之
瀬
橋
(
黒
藤
川
〉
の
改
築
を
手
始
と
し
て
橋
梁
の
永

久
橋
化
や
小
規
模
の
道
路
改
良
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

な
か
で
も
沢
渡
橋
の
改
築
に
つ
い
て
は
国
道
改
良
に
よ
り
塔
の
移

木土第 1章

転
と
対
岸
が
地
す
べ
り
地
帯

で
あ
る
た
め
の
地
形
変
動
等

も
原
因
し
、
け
っ
き

ょ
く
三

橋

至回
つの

て改
い 築
るが
。な

さ
れ
現
在

渡

ま
た
山
村
振
興
法
に
よ
る

尺
特
認
事
業
と
し
て
は
、

躍

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
ス

キ
l
場
に
至
る
大
谷
本
線
の

曲
部
改
良
の
外
、
東
川
の

和
橋
の
改
築
は
昭
和
四
五
年

(幅員 2m以上〉

路 線 名 幅員 延 長

ロ1 ロ1

木 地 線 4.0 3.905.00 

御 三 戸 ， 荒瀬線 3.0 733.00 

蕨 打 線 4.0 705.00 

荒瀬，田渡野瀬線 3.0 184.00 

程野，仕 出線 2.0 4.000.00 

岩 屋 京泉
2.5 

1.269.00 4.0 

西古味，野尻線 3.3 857.00 

蓑 )I[ 品集 3.0 1.893.00 

沢渡，長崎線 4.0 1.250.00 

長崎， ヨラキレ線 4.0 2.600.00 

沢 渡 子息 4.0 2.809.00 

成河，藤社線 4.0 3.229.00 

東川，下ノ谷線 3.0 397.00 

主な村道一覧
三
月
に
完
成
し
、
ま
た
山
振
法
の
特
認
事
業
と
し
て
大
規
模
の
沢
渡

線
の
改
良
が
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
着
手
さ
れ
、
昭
和
四
五
年
か
ら

四
八
年
七
月
ま
で
に
事
業
費
六
、
六
六

O
万
円
を
も
っ
て
沢
渡
部
落

入
口
に
達
し
た
。

」
の
道
路
は
地
元
、
沢
渡
部
落
の
長
年
の
夢
で
あ
り
、
再
三
に
わ

た
っ
て
、
そ
の
戸
も
あ
っ
た
が
、
起
点
の
位
置
を
御
三
戸
に
す
る
か

或
は
沢
渡
橋
と
す
る
か
で
議
論
さ
れ
、
何
れ
も
中
を
流
れ
る
面
河
川

に
さ
え
ぎ
ら
れ
て
道
路
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
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そ
の
う
ち
に
前
記
山
振
法
の
施
行
に
よ
っ
て
、

コ
ー
ス
も
筒
城
か



主な土木工事施行状況
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第 1章 土 木

工 事 名 1年度 |延 長|巾 員 |事業 費 |備 考

西道古路味改と野良尻線工 事 昭和47 
ロ1

3，956，000 円4ヶ所 3.0"-15.0 県費補助事業

蕨打線 46 ノY 4.0"-15.0 3，140，000 /1 
// 

三道岩路~トロメキ工線
ロ1

県1費，補2期助工事事業
改 良 事

41"-142 237.0 3.6 3，857，000 

// 

沢渡橋改築工事 41 76.0 2.5 4，489，000 右敷岸板主，塔主及索高改欄良， 

45 2.5 3，680，000 
// 

// // 
主桁吊線改良

平和橋改築工事 47 68.0 2.3 6，460，000 
// 

主索を除く外改良

前川橋改築工事 42 24.5 2.5 2，110，000 県費補助事業

成橋改築工事 47 13.5 4.0 4，360，000 // 

村 道の 動向

道 路 橋 梁

年.月

長 lhL55|舗装延長総 延 長

昭矛42日.4 
ロ1 ロ1 立1 ロ1

147，267 17，314 84 1，054 

43.4 148，553 16，273 1， 115 87 1，142 

45.4 159，338 25，690 1，287 87 1， 131 

47.4 151，042 19，171 2，366 84 1， 119 

48.4 155，843 25，538 3，514 89 1， 151 

49.2 156，600 26，015 4，314 88 1， 151 
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ら
峠
越
え
を
す
る
現
在
の
も

の
に
決
定
し
、
部
落
世
話
人

も
若
手
連
中
で
結
成
さ
れ
、

い
よ
い
よ
鍬
入
れ
の
段
取
り

と
な
っ
た
。
着
工
は
し
た
も

の
の
、
長
い
区
間
の
用
地
の

確
保
に
は
村
も
地
元
も
大
変

苦
労
を
し
、
ま
た
施
行
し
た

業
者
に
お
い
て
も
工
事
現
場

は
土
質
軟
弱
な
た
め
建
設
資

材
の
運
搬
に
は
泣
か
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

吊
橋
は
平
井
・
沢
渡
・
平
和
橋
の
三
本
が
あ
る
が
、
何
れ
も
安
全

な
も
の
が
な
く
、
改
築
の
計
画
を
す
る
に
も
設
計
施
工
と
も
に
技
術

者
が
乏
し
い
現
状
で
あ
る
。
今
後
の
悩
み
の
一
つ
で
あ
る
。

194

木
地
線
は
、
筒
城
と
二
箆
と
の
山
頂
に
テ
レ
ビ
塔
が
建
て
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
、
そ
の
管
理
道
路
と
し
て
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
道
路
起
点
は
置
俵
と
し
、
二
二
〇
〇
㍍
は
林
道
と
し
て
開
設
さ

れ
、
こ
れ
よ
り
峠
ま
で
を
村
道
と
し
て
建
設
が
進
め
ら
れ
た
が
、
工

事
が
難
行
し
て
苦
労
が
多
か
っ
た
。

村
道
舗
装
事
業
は
昭
和
四
三
年
に
中
黒
岩
部
落
を
施
行
し
た
の
が

最
初
で
あ
り
、
逐
次
重
要
な
も
の
か
ら
実
施
さ
れ
た
。

永久橋架設状況 (10m以上)

名i幅 員i延 長i架設年次I 備 考

吊 橋

〃

コンクリート桁

〃

〃

鋼 桁

コンクリート桁

潜水橋

コンクリート,アーチ

〃

コンクリート桁

昭. 17

〃 5

〃 25

〃 40

〃 37

〃 42

〃 43

〃 45

〃 47

〃 45

大11

大11

昭10

〃 48

橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋

瀬

戸

井
波
和
瀬

屋
川
瀬
鳥
和
枝

川

之

三

平
沢
平
荒
梅
岩
前
長
七
三
有
御
成
成



第
二
節

国

土

保

全

昭
和
三
三
年
に
地
す
べ
り
防
止
法
が
制
定
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
あ
ま

り
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
地
す
べ
り
地
帯
の
防
災
工
事
が
本
格
的
に
実

施
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

以
前
は
、
防
災
的
な
工
事
は
至
っ
て
消
極
的
で
あ
り
、
工
事
は
皆

無
に
等
し
く
、
地
す
べ
り
災
害
な
ど
は
天
災
と
し
て
あ
き
ら
め
ら
れ

て
い
た
が
、
昭
和
四
五
年
ご
ろ
よ
り
こ
れ
ら
の
災
害
も
行
政
面
で
の

責
任
に
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
防
災
事
業
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
、
そ
の
事
業
費
に

お
い
て
も
巨
費
を
投
ぜ
ら
れ
る
事
に
な
っ
た
。
村
内
に
お
い
て
は
一

一
地
区
が
防
止
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
、
累
計
事
業
費
は
一
億
六
、

木

八
〇
〇
万
円
に
も
及
ん
で
い
る
。

い
っ
ほ
う
砂
防
法
に
よ
っ
て
施
行
さ
れ
る
事
業
に
お
い
て
も
、
前

記
事
業
と
と
も
に
重
視
さ
れ
、
主
に
砂
防
堰
堤
に
至
っ
て
は
昭
和
三

地すべり防止地域指定工事施行状況

第1章 土

〇
年
以
来
実
に
一
五
ヶ
所
が
施
行
さ
れ
、
そ
の
事
業
費
は
一
億
七
、

四
〇
〇
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

災
害
復
旧
工
事
は
道
路
・
河
川
な
ど
数
多
く
行
な
わ
れ
て
い
る

が
、
な
か
で
も
著
し
い
も
の
と
し
て
は
昭
和
三
八
年
の
台
風
に
よ

り
、
大
川
上
組
に
山
崩
れ
が
発
生
し
て
、
下
流
の
豊
久
で
は
河
川
が

左
岸
側
に
新
し
く
で
き
あ
が
っ
た
。
そ
の
た
め
旧
河
川
の
復
旧
を
あ

き
ら
め
て
敷
地
を
新
旧
交
換
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
新
し
い
河

川
の
整
備
工
事
費
は
、
二
、
六
〇
〇
万
円
を
費
し
た
。
こ
れ
を
機

に
、
大
川
の
河
川
に
つ
い
て
は
両
岸
を
大
部
分
復
旧
し
、
ま
た
橋
梁

に
つ
い
て
も
す
べ
て
が
永
久
橋
と
さ
れ
、
様
相
が
一
変
し
た
。

195



土
木
工
事
は
昭
和
三
五
年
こ
ろ
ま
で
は
旧
来
の
方
法
で
工
事
が
行

な
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
こ
ろ
よ
り
美
川
村
の
建
設
業
者
で
も
予
土

建
設
株
式
会
社
が
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
を
始
め
て
入
手
し
、
機
械
化
の
時

期
が
到
来
し
た
。
そ
の
後
、
次
々
と
建
設
業
者
が
機
械
化
に
切
り
替

え
て
今
で
は
八
業
者
す
べ
て
が
大
小
を
問
わ
ず
重
機
械
を
整
備
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
つ
る
は
し
や
、
大
八
車
の
姿
は
見
ら
れ
な
く
な

り
、
土
木
工
事
も
機
械
化
し
大
型
化
さ
れ
て
き
た
。
昔
い
わ
れ
た

「
土
方
殺
す
に
ゃ
刃
物
は
い
ら
ぬ
。
雨
の
三
日
も
降
れ
ば
よ
い
」
と

云
う
言
葉
は
、
今
で
は
も
う
通
用
し
な
い
も
の
と
な
っ
た
。

第
二
章

交

交
通
機
関
と
し
て
は
、
一
般
乗
合
自
動
車
で
は
日
本
国
有
鉄
道
の

運
営
す
る
国
鉄
バ
ス
と
、
伊
予
鉄
道
株
式
会
社
の
運
営
に
ょ
る
伊
予

鉄
バ
ス
で
あ
り
、
ま
た
、
タ
ク
シ
ー
業
と
し
て
は
美
川
タ
ク
シ
ー
が

あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
昭
和
四
〇
年
ご
ろ
か
ら
大
衆
化
し
て
き
た
自
家
用
車

が
あ
る
が
、
現
在
は
二
戸
一
台
と
言
っ
て
過
言
で
な
い
ほ
ど
に
普
及

し
て
き
た
。
そ
の
た
め
乗
合
バ
ス
、
或
い
は
タ
ク
シ
ー
の
利
用
者
は

大
幅
に
減
っ
て
き
た
。

昭
和
三
三
年
当
時
の
道
路
は
国
道
以
下
す
べ
て
が
道
幅
が
狭
く
、

カ
ー
ブ
の
多
い
砂
利
道
で
あ
っ
た
。
松
山
へ
行
く
に
も
、
御
三
戸
か

ら
松
山
ま
で
バ
ス
で
三
時
間
を
要
し
た
。
途
中
の
三
坂
峠
付
近
は
難

所
と
さ
れ
、
夏
は
車
窓
を
あ
げ
れ
ば
砂
塵
に
な
や
ま
さ
れ
、
途
中
で

の
諸
事
の
離
合
も
わ
ず
ら
わ
し
か
っ
た
。
お
互
い
に
道
を
譲
ら
ず
、

運
転
手
ど
う
し
の
に
ら
み
合
い
が
あ
り
、
時
に
は
暴
力
沙
汰
に
な
る

こ
と
さ
え
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
態
で
、
無
駄
な
時
間
を
費
し
て

い
た
も
の
で
あ
る
。

国
道
の
改
修
が
進
み
二
車
線
と
な
り
、
昭
和
三
七
年
一
月
二
〇

日
、
松
山
・
高
知
間
に
特
急
バ
ス
が
運
転
さ
れ
、
そ
の
能
力
は
一
四

人
乗
り
の
ワ
ン
マ
ン
バ
ス
で
、
一
日
五
往
復
で
あ
っ
た
。
途
中
の
停

車
駅
は
溶
出
の
休
憩
だ
け
で
あ
っ
た
。

昭
和
四
〇
年
七
月
一
五
日
に
は
、
国
道
改
修
完
了
に
併
せ
、
従
来

の
小
型
特
急
バ
ス
を
改
め
て
大
型
四
八
人
乗
り
の
急
行
便
が
走
る
よ

う
に
な
り
、
最
初
の
停
車
駅
は
久
万
と
落
出
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て

御
三
戸
に
も
停
車
す
る
よ
う
に
な
り
、
以
前
の
松
山
・
高
知
間
の
五

時
間
が
現
在
で
は
僅
か
三
時
間
二
〇
分
に
短
縮
さ
れ
た
。
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伊
予
鉄
バ
ス
は
久
万
̃
面
河
・
久
万
̃
水
押
間
を
畑
野
川
、
或
い

は
御
三
戸
経
由
で
運
転
さ
れ
て
い
た
が
、
国
鉄
バ
ス
の
面
河
乗
入
れ

と
同
時
に
松
山
̃
久
万
問
に
も
伊
予
鉄
バ
ス
が
運
行
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
ま
た
国
鉄
バ
ス
は
、
昭
和
四
二
年
一
〇
月
八
日
に
地
元
民

待
望
の
落
出
̃
二
箆
問
の
運
行
を
開
始
し
た
。
こ
の
開
通
式
は
古
床

で
行
な
わ
れ
、
ま
た
祝
賀
式
は
二
箆
小
学
校
で
関
係
者
多
数
出
席
の

も
と
に
盛
大
に
行
な
わ
れ
た
。
第
一
便
が
二
箆
へ
向
う
沿
道
で
住
民

は
小
旗
を
振
っ
て
喜
び
、
終
点
の
二
箆
で
は
小
学
校
児
童
が
鼓
笛
隊

で
迎
え
、
異
口
同
音
に
喜
び
あ
っ
た
。
な
か
で
も
こ
の
バ
ス
乗
入
れ

に
長
い
間
、
地
元
世
話
人
と
し
て
苦
労
さ
れ
た
役
員
達
が
涙
な
が
ら

に
喜
び
あ
っ
て
い
た
の
は
、
特
に
印
象
的
で
あ
っ
た
。

ま
た
昭
和
三
六
年
に
は
美
川
ス
キ
ー
場
へ
の
ス
キ
ー
バ
ス
の
乗
入

れ
が
開
始
さ
れ
た
。
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
中
、
土
・
日
・
祭
日
に
一
日

通

三
便
が
運
転
さ
れ
、
現
在
は
二
便
と
な
っ
て
い
る
。

道
路
網
と
し
て
は
県
都
松
山
へ
は
国
道
三
三
号
線
が
結
び
、
支
線

と
し
て
は
六
本
の
県
道
と
村
道
成
河
・
藤
社
線
、
襲
用
線
な
ど
が
あ

適
量
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
も
自
家
用
車
は
増
加
の
傾
向
に
あ

り
、
現
在
は
お
び
た
だ
し
い
交
通
量
と
な
っ
て
い
る
。

幹
線
で
あ
る
国
道
の
整
備
に
続
い
て
主
要
県
道
の
整
備
が
進
む
に

従
っ
て
道
路
交
通
の
発
展
を
み
た
が
、
こ
れ
は
一
つ
に
は
国
お
よ
び

国
民
経
済
の
成
長
に
よ
っ
て
自
動
車
の
増
加
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ

る
生
活
様
式
が
都
市
化
し
た
こ
と
に
ょ
る
も
の
で
あ
る
。

御
三
戸
̃
松
山
問
も
今
日
で
は
僅
か
一
時
間
五
〇
分
で
結
べ
る
よ

う
に
な
る
な
ど
、
都
市
と
田
舎
が
時
間
的
に
接
近
し
て
き
た
た
め
文

化
、
或
い
は
経
済
交
流
も
容
易
に
な
っ
た
。

昭
和
四
九
年
三
月
現
在
の
バ
ス
運
行
状
況
を
み
る
と
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

国
鉄
バ
ス
の
一
日
便
数

松
山
̃
高
知
、
急
行
便
二
六
便

松
山
̃
落
出
、
快
速
及
び
普
通
便
一
八
便

松
山
̃
面
河
、
途
中
快
速
便
四
便

溶
出
̃
二
箆
、
普
通
便
四
便

四
八
人
乗
り

七
八
人
乗
り

七
八
人
乗
り

六
一
人
乗
り

第2章 交

る
。自

動
車
交
通
量
は
国
道
で
は
、
御
三
戸
地
点
で
昭
和
三
七
年
に
四

二
六
台
、
昭
和
四
六
年
に
は
二
、
三
三
七
台
、
何
れ
も
二
一
時
間
交

伊
予
鉄
バ
ス
の
一
日
便
数

松
山
・
久
万
̃
面
河
四
便
、
う
ち
二
便
は
土
小
屋
ま
で
、
久
万
̃
水
押
、
普

通
便
二
便
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こ
の
よ
う
に
、
松
山
̃
御
一
二
戸
間
は
一
日
に
国
鉄
が
四
八
便
、
伊

予
鉄
が
四
便
、
両
者
合
わ
せ
る
と
五
二
便
で
あ
り
、
実
に
二
六
往
復

の
バ
ス
便
が
運
行
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
昔
は
松
山
へ
行
け
ば
最

低
二
日
が
か
り
で
あ
っ
た
が
、
今
日
で
は
日
帰
り
が
ら
く
に
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

第
三
章

国

土

調

査

第
一
節

地
籍
調
査
の
必
要

一
、
こ
れ
ま
で
の
土
地
調
査

現
存
す
る
字
限
図
、
公
簿
面
積
の
源
は
地
租
の
制
度
確
立
の
た
め

の
土
地
の
調
査
に
は
じ
ま
る
が
、
豊
臣
秀
吉
が
天
正
一
〇
年
(
一
五

八
二
)

に
全
国
の
検
地
(
測
量
)
を
行
な
わ
せ
土
地
台
帳
を
つ
く
っ

た
こ
と
が
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
は
、
六
尺
三
寸
四
方
を

一
歩
(
一
坪
)
と
し
、
三
六
〇
坪
を
一
反
と
し
て
い
る
。
つ
い
で
江

戸
幕
府
の
も
と
で
幕
府
・
諸
藩
が
し
ば
し
ば
検
地
を
行
な
っ
た
が
、

こ
れ
は
六
尺
一
分
四
方
を
一
歩
と
し
、
三
〇
〇
歩
を
一
反
に
改
め
て

い
る
。
愛
媛
県
に
お
い
て
は
、
明
治
八
年
八
月
二
七
日
、
愛
媛
県
権

令
岩
村
高
俊
の
発
し
た
乾
第
一
二
一
号
の
達
書
に
よ
っ
て
、
改
租
事

業
着
手
が
宣
言
さ
れ
、
こ
の
時
の
基
準
は
六
尺
(
二
八
㍍
)
を
一

間
、
一
間
四
方
を
一
歩
と
し
て
い
る
。
当
時
の
測
量
の
技
術
は
未
熟

で
、
今
日
の
国
土
調
査
法
に
基
づ
く
地
籍
調
査
事
業
に
お
け
る
測
量

の
精
度
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
け
れ
ど
も
間
尺
、
間
縄
を
使
っ

て
一
筆
限
り
野
取
図
を
つ
く
り
、
こ
れ
を
連
合
し
て
一
耕
地
限
地

図
、
一
村
限
地
図
を
つ
く
っ
て
、
こ
の
三
種
の
図
を
地
引
帳
と
共

に
、
県
庁
租
税
課
に
提
出
さ
せ
、
検
査
官
吏
が
現
地
に
臨
ん
で
地
主

及
び
村
総
代
人
立
会
で
一
筆
毎
の
畝
杭
と
照
合
し
て
異
同
を
調
べ
、

あ
る
時
は
図
に
つ
い
て
訂
正
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
の
時
の
測
量
の
事
業

に
要
す
る
経
費
は
す
べ
て
農
民
の
負
担
と
し
て
い
る
。
測
量
法
に
熟

し
て
い
な
い
農
民
が
不
完
全
な
器
具
に
よ
っ
て
実
施
す
る
た
め
困
難

を
極
め
、
完
全
に
事
業
が
終
了
し
た
の
が
明
治
一
四
年
で
あ
っ
た
。

実
に
大
事
業
で
あ
り
、
戸
長
は
じ
め
村
更
の
精
力
的
活
躍
が
し
の
ば

れ
る
。

二
、
国
土
調
査
法
の
成
立
と
目
的

狭
い
国
土
に
過
密
な
人
口
を
擁
す
る
わ
が
国
に
お
い
て
、
国
土
の
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利
用
の
高
度
化
に
よ
っ
て
、
経
済
の
再
建
を
図
ろ
う
と
す
る
論
議

が
、
第
二
次
世
界
大
戦
(
昭
和
一
六
年
一
二
月
八
日
̃
昭
和
二
〇
年

八
月
一
五
日
)
直
後
、
有
識
者
の
間
で
行
な
わ
れ
、
昭
和
二
二
年
経

済
安
定
本
部
に
設
置
さ
れ
た
資
源
委
員
会
に
土
地
調
査
部
会
の
組
誠

が
確
立
さ
れ
て
、
土
地
調
査
に
関
す
る
研
究
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
え

て
昭
和
二
五
年
五
月
一
〇
日
に
は
、
経
済
安
定
本
部
に
土
地
調
査
準

備
会
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
準
備
会
に
お
い
て
国
土
調
査
の
実
施
に

必
要
な
準
備
調
査
が
行
な
わ
れ
、
昭
和
二
六
年
三
月
、
第
一
〇
国
会

に
「
国
土
調
査
法
案
」
が
上
程
さ
れ
、
同
年
六
月
一
日
法
律
第
八
〇

号
を
も
っ
て
国
土
調
査
法
が
制
定
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

国
土
調
査
は
、
国
土
の
基
礎
調
査
で
あ
り
、
基
本
調
査
・
地
籍
調
査

・
土
地
分
類
調
査
及
び
水
調
査
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
基
本
調

査
は
地
籍
調
査
の
た
め
の
基
準
点
の
測
量
、
土
地
分
類
調
査
の
た
め

の
地
形
・
地
質
・
土
壌
の
概
況
調
査
、
水
調
査
の
た
め
の
観
測
地
点

の
遠
点
で
あ
る
。
地
籍
調
査
は
土
地
の
境
界
・
面
積
・
所
有
者
・
地

目
・
地
番
の
調
査
で
あ
り
、
土
地
分
類
調
査
は
土
地
の
利
用
現
況
・

自
然
的
要
素
・
生
産
力
の
調
査
で
あ
り
、
水
調
査
は
雨
量
・
流
量
・

水
質
・
流
砂
状
況
・
水
利
の
調
査
で
あ
る
。
国
土
調
査
の
目
的
は
、

こ
れ
ら
の
調
査
を
総
合
的
に
行
な
い
、
国
土
の
自
然
的
な
実
態
を
科

学
的
に
明
ら
か
に
し
、
国
土
を
よ
り
高
度
に
、
か
つ
合
理
的
に
利
用

す
る
た
め
の
基
礎
資
料
を
整
備
す
る
こ
と
に
あ
る
。
国
土
調
査
の
う

ち
、
ま
ず
事
業
化
さ
れ
た
の
は
地
籍
調
査
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら

三
七
年
ま
で
の
全
国
の
事
業
の
実
績
は
遅
々
と
し
て
進
捗
を
見
る
に

至
ら
ず
、
国
土
調
査
の
画
期
的
推
進
を
図
る
こ
と
が
現
下
の
急
務
で

あ
る
と
す
る
社
団
法
人
全
国
国
土
調
査
協
会
の
請
願
に
基
づ
き
昭
和

三
七
年
四
月
第
四
〇
国
会
に
、
自
民
・
社
会
・
民
社
各
党
共
同
提
案

に
よ
る
「
国
土
調
査
促
進
特
別
措
置
法
案
」
が
上
程
さ
れ
、
同
年
五

月
法
律
第
一
四
三
号
を
も
っ
て
、
国
土
調
査
促
進
特
別
措
置
法
が
制

定
さ
れ
た
。

こ
の
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、
昭
和
三
八
年
五
月
国
土
調
査
事
業

一
〇
ケ
年
計
画
が
閣
議
決
定
を
見
、
三
八
年
度
以
降
の
一
〇
ケ
年
間

に
四
万
二
、
〇
〇
〇
平
方
㌔
の
地
籍
調
査
を
実
施
す
る
計
画
が
決
定

さ
れ
た
が
、
こ
の
う
ち
愛
媛
県
分
は
一
、
八
八
〇
平
方
㌔
で
全
国
の

四
・
五
%
で
あ
る
が
、
美
川
村
に
は
当
時
実
施
計
画
は
な
く
、
右
に

は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。

三
、
地

籍

調

査

地
籍
調
査
は
土
地
の
基
礎
調
査
で
あ
る
。
そ
の
調
査
す
る
事
項
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は
、
一
筆
毎
の
土
地
に
つ
い
て
地
番
・
地
目
、
境
界
の
調
査
と
登
記

簿
に
記
載
さ
れ
た
所
有
者
に
関
す
る
確
認
と
、
併
せ
て
境
界
の
測
量

及
び
面
積
の
測
定
で
あ
り
、
調
査
の
結
果
は
地
図
及
び
簿
冊
に
作
成

さ
れ
る
。
調
査
の
範
囲
は
日
本
全
土
の
あ
ら
ゆ
る
地
目
の
土
地
に
お

よ
ん
で
い
る
。

そ
の
地
図
を
地
籍
図
と
い
い
、
あ
ら
ゆ
る
土
地
の
一
筆
毎
の
境
界

を
近
代
的
測
量
技
術
を
も
っ
て
、
き
わ
め
て
正
確
に
測
量
し
て
、
縮

尺
二
五
〇
分
の
一
、
五
〇
〇
分
の
一
、
一
、
〇
〇
〇
分
の
一
、
二
、

五
〇
〇
分
の
一
、
五
、
〇
〇
〇
分
の
一
の
地
図
を
作
成
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
本
村
で
は
一
、
〇
〇
〇
分
の
一
を
採
択
し
た
。
地
籍
図
で

は
、
基
準
点
に
基
づ
く
測
量
が
実
施
さ
れ
る
結
果
、
そ
の
地
図
上
の

一
筆
毎
の
土
地
の
境
界
点
の
地
球
上
に
占
め
る
位
置
が
明
か
に
さ
れ

る
の
で
、
災
害
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
、
現
地
に
お
け
る
土
地
の
境

界
が
不
明
に
な
っ
て
も
、
こ
の
地
図
に
よ
っ
て
境
界
を
現
地
に
復
元

す
る
能
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
簿
冊
は
地
籍
簿
と
い
い
、
そ
の
様
式
は
土
地
登
記
簿
の
表
題

部
と
同
じ
内
容
で
、
一
筆
毎
の
土
地
の
所
在
・
地
番
・
地
目
・
面
積

・
所
有
者
に
つ
き
調
査
確
認
の
結
果
を
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
地
籍
図
お
よ
び
地
籍
簿
は
、
そ
の
写
し
が
登
詰
所
に
送

付
さ
れ
、
登
記
所
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
登
記
簿
の
表
題
部
の
記
載

を
改
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

四
、
地
籍
調
査
の
必
要
性

現
存
す
る
土
地
に
関
す
る
資
料
は
非
常
に
貧
弱
で
あ
り
、
登
記
所

に
備
え
つ
け
ら
れ
て
い
る
地
図
(
字
限
図
)
や
登
記
簿
も
、
明
治
初

年
に
作
ら
れ
た
も
の
を
基
礎
と
し
て
、
こ
れ
に
加
除
訂
正
を
加
え
た

も
の
で
、
特
に
地
図
は
、
当
時
の
幼
稚
な
測
量
技
術
と
課
税
に
対
す

る
配
慮
等
の
た
め
、
実
際
の
土
地
に
比
べ
て
、
大
き
さ
も
形
も
違
っ

て
い
る
も
の
が
多
い
。
甚
だ
し
い
場
合
に
は
、
大
き
さ
が
何
十
分
の

一
に
も
な
っ
て
い
た
り
、
形
が
全
然
違
っ
て
い
る
も
の
が
数
多
く
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
地
図
の
精
度
が
低
い
の
で
、
現
地
と
合
わ
ず
、
ま

た
隣
接
す
る
地
図
と
の
接
合
が
で
き
ず
、
地
図
と
し
て
の
役
割
を
果

し
得
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
土
地
利
用
の
高
度
化
の
要
請
を
満

た
す
た
め
に
は
、
早
急
に
全
国
土
に
わ
た
り
科
学
的
に
実
態
調
査
を

実
施
し
て
、
土
地
に
関
す
る
基
礎
資
料
と
し
て
の
地
籍
図
、
地
籍
簿

を
整
備
し
て
、
地
籍
制
度
の
確
立
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

五
、
地
籍
調
査
の
効
果
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1
 
、
測
量
の
費
用
と
時
間
の
節
約
が
で
き
、
正
確
な
計
画
施
工
が
可

能
と
な
る
。
例
え
ば
公
共
土
木
事
業
・
土
地
改
良
事
業
・
農
業
振

興
事
業
・
村
総
合
計
画
開
発
事
業
な
ど
の
場
合
、
こ
の
調
査
が
直

ち
に
有
効
に
使
わ
れ
る
。

2
、
農
林
業
等
の
経
営
合
理
化
の
た
め
の
資
料
が
得
ら
れ
る
。

3
、
土
地
の
権
利
関
係
が
明
確
に
な
る
。

4
、
公
租
・
公
課
・
公
共
事
業
に
お
け
る
受
益
者
負
担
の
公
平
化
が

で
き
る
。

5
、
登
記
簿
の
記
載
事
項
の
修
正
整
理
が
で
き
る
。

6
、
そ
の
他
、
土
地
行
政
全
般
の
合
理
化
・
効
率
化
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
。

第
二
節

本
村
の
地
籍
調
査
事
業

一
、
こ
れ
ま
で
の
実
績

美
川
村
の
面
積
は
一
三
五
・
〇
二
平
方
㌔
で
あ
る
が
、
国
有
地
を

除
く
二
一
八
・
二
五
平
方
㌔
を
四
五
年
度
よ
り
一
〇
ケ
年
計
画
で
完

了
す
る
計
画
が
樹
て
ら
れ
て
い
る
。
地
域
と
し
て
は
、
有
枝
を
最
初

に
七
鳥
・
東
川
・
仕
出
・
沢
渡
・
黒
藤
川
・
日
野
浦
・
上
黒
岩
・
中

黒
岩
・
大
川
の
順
で
実
施
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
地
測
量

及
び
面
積
測
定
を
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
測
量
会
社
に
指
名
競
争
入
札
で

委
託
契
約
を
し
て
実
施
し
て
い
る
。
現
在
ま
で
の
実
績
で
は
四
五
年

に
大
字
有
枝
(
程
野
を
除
く
)
と
、
四
六
年
に
程
野
と
大
字
七
鳥

(
直
瀬
川
右
岸
)
を
平
和
測
量
株
式
会
社
に
委
託
完
了
し
た
。
四

七
年
以
降
は
宮
崎
市
の
南
興
測
量
株
式
会
社
に
図
根
三
角
測
量
・
図

根
多
角
測
量
・
一
筆
地
測
量
工
程
、
面
積
測
定
・
地
籍
図
作
成
工
程

を
、
ま
た
陸
地
写
真
株
式
会
社
、
関
西
測
量
株
式
会
社
が
面
積
測
定

と
複
図
作
成
を
行
っ
た
。
初
年
度
は
産
業
課
の
職
員
三
名
で
担
当
し

た
が
、
初
め
て
の
事
業
で
も
あ
る
の
で
三
・
六
平
方
㌔
を
計
画
実
施

し
た
。
法
定
事
業
費
の
負
担
割
合
は
国
が
六
分
の
四
、
県
が
六
分
の

一
、
村
が
六
分
の
一
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
職
員
の
人
件
費
等
に

つ
い
て
の
補
助
は
な
く
実
質
的
に
は
五
割
以
上
(
昭
和
四
七
年
度
事

業
費
実
績
調
査
参
照
)

の
村
費
の
支
出
が
必
要
で
あ
る
。
郡
内
で
は

久
万
町
が
最
初
に
事
業
に
取
り
組
み
、
次
い
で
美
川
・
柳
谷
村
が
実

施
し
て
い
る
が
財
政
事
情
が
許
さ
れ
な
い
町
村
は
実
施
が
不
可
能
で

あ
る
。
理
事
者
の
事
業
に
対
す
る
理
解
と
、
土
地
所
有
者
の
理
解
及

び
協
力
体
制
(
境
界
の
刈
明
け
、
土
地
立
札
、
境
界
杭
)
が
事
業
の
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進
捗
を
左
右
す
る
。
本
村
は
村
長
の
配
慮
と
熱
情
に
よ
り
昭
和
四
七

年
六
月
一
六
日
に
は
機
構
改
革
を
行
い
、
国
土
調
査
課
を
新
設
し
て

専
任
の
職
員
七
名
を
配
置
し
た
。
地
籍
調
査
事
業
に
従
事
す
る
職
員

は
土
地
の
測
量
に
関
す
る
こ
と
で
、
土
地
所
有
者
の
権
利
に
も
影
響

す
る
こ
と
が
大
き
い
か
ら
、
全
額
村
費
を
も
っ
て
測
量
専
門
学
校
に

二
名
の
職
員
を
一
年
間
派
遣
し
て
技
術
を
修
得
さ
せ
、
こ
の
事
業
に

専
念
さ
せ
て
い
る
。
事
務
吏

員
、
技
術
吏
員
と
も
に
苦
労

も
あ
る
が
、
能
率
的
な
事
業

実
施
を
図
り
、
一
〇
ケ
年
計

画
を
早
め
に
完
遂
す
べ
く
努

力
し
て
い
る
。
た
だ
世
界
的

な
石
油
危
機
の
影
響
も
あ
っ

て
石
油
製
品
の
値
上
り
、
こ

れ
に
便
乗
し
て
の
生
活
資
材

の
イ
ン
フ
レ
化
、
こ
れ
の
防

止
策
と
し
て
の
公
共
事
業
の

景風量測地等

抑
制
も
あ
り
、
計
画
通
り
の
事
業
量
認
可
が
懸
念
さ
れ
る
。
国
土
調

査
一
〇
ヶ
年
計
画
図
及
び
昭
和
四
九
年
度
事
業
計
画
地
区
別
説
明
調

書
(
事
業
の
進
捗
状
況
)
を
参
照
し
て
現
在
の
進
捗
状
況
を
見
て
い

た
ゞ
き
た
い
。
調
査
は
現
況
主
義
で
、
地
目
変
更
な
ど
も
か
な
り
あ

る
の
で
、
筆
数
・
面
積
の
変
動
も
多
い
が
調
査
前
後
の
変
動
状
況
は

変
動
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。

二
、
字
の
区
域
の
変
更
な
ど

美
川
村
は
大
字
仕
出
・
七
烏
・
東
川
・
黒
藤
川
・
沢
渡
・
中
黒
岩

・
上
黒
岩
・
有
枝
・
大
川
・
日
野
浦
の
一
〇
区
域
に
区
分
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
の
境
界
は
明
確
で
な
い
。
地
籍
調
査
事
業

を
契
機
に
河
川
・
道
等
の
長
狭
物
や
畝
境
等
に
よ
っ
て
大
字
界
を
設

定
し
て
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
大
字
を
廃
止
(
例
え
ば
大
字
右
横

を
有
枝
に
変
更
)
し
、
あ
わ
せ
て
小
字
名
も
廃
止
す
る
こ
と
と
し

た
。
こ
れ
は
地
籍
調
査
に
お
い
て
合
併
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
処
理

す
る
必
要
や
、
登
記
事
務
そ
の
他
行
政
等
事
務
手
続
き
に
つ
い
て
も

簡
素
化
を
は
か
る
た
め
で
あ
る
。
地
域
ご
と
の
住
民
と
の
話
し
合
い

や
、
議
員
協
議
会
で
も
充
分
論
議
を
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
併

せ
て
地
番
変
更
も
行
う
こ
と
と
し
た
。
現
在
美
川
村
内
で
地
籍
調
査

が
完
了
し
て
大
字
を
と
り
除
い
た
地
区
と
、
そ
の
廃
止
年
月
日
は
次

の
よ
う
で
あ
る
。
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○
県
知
事
の
告
示
月
日

有
枝

昭
和
四
八
年
六
月
二
六
日

七
鳥

昭
和
四
九
年
二
月
一
日

東
川

昭
和
四
九
年
五
月
一
〇
日

な
お
国
土
調
査
実
施
の
跡
を
顧
み
て
、
新
谷
村
長
は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

国
土
調
査
回
顧
の
二
間

美
川
村
長

新
谷

優

一
、
あ
な
た
は
山
林
を
い
く
ら
持
っ
て
お
り
ま
す
か
の
問
い
に
、
早

速
そ
の
面
積
を
答
え
ら
れ
な
い
。
一
筆
毎
の
実
面
積
が
判
ら
な
い

の
で
あ
る
。

二
、
字
限
図
を
見
て
も
場
所
・
形
状
も
確
か
で
な
い
場
合
が
多
い
。

か
え
っ
て
紛
争
の
も
と
に
な
る
場
合
が
あ
る
。

三
、
所
有
権
の
移
転
登
話
の
場
合
、
確
実
な
地
名
を
記
入
し
て
も
不

都
合
な
こ
と
も
あ
る
。

こ
れ
ら
は
何
ん
と
か
な
ら
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
、
此
の
改
正
が
住

民
の
長
年
の
希
望
で
あ
っ
た
が
、
三
一
五
平
方
㌔
の
面
積
と
五
万
余

筆
に
及
ぶ
筆
数
で
は
大
変
な
事
業
だ
ろ
う
と
、
気
の
遠
く
な
る
思
い

で
仲
々
思
い
つ
け
な
か
っ
た
が
、
県
農
地
拓
殖
課
の
数
回
に
及
ぶ
勧

誘
と
指
導
で
、
昭
和
四
五
年
四
月
一
日
規
程
第
六
号
に
よ
り
公
布
さ

れ
た
が
、
決
断
ま
で
に
二
年
く
ら
い
か
か
っ
た
と
思
う
。

や
る
か
ら
に
は
合
理
的
に
と
、
先
ず
測
量
技
術
の
有
資
格
者
を
養

成
す
る
た
め
測
量
専
門
学
校
に
二
名
を
起
用
し
入
学
さ
せ
た
。

次
に
年
次
計
画
に
よ
る
村
民
個
々
の
心
が
ま
え
と
、
部
落
の
協
力

体
制
を
得
る
た
め
、
部
落
説
明
会
を
開
い
た
。
実
施
部
落
は
年
々
変

る
が
円
満
に
、
ま
た
能
率
的
に
進
め
て
い
る
。
こ
れ
も
村
民
の
理
解

の
深
ま
り
と
職
員
の
経
験
の
知
恵
だ
ろ
う
と
思
う
。
四
等
三
角
点
の

設
置
か
ら
一
筆
地
調
査
、
一
筆
地
測
量
・
面
積
測
定
、
複
図
作
成
等

々
、
特
に
見
事
な
原
図
、
複
図
に
喜
び
、
目
下
登
記
完
了
へ
と
努
力

中
で
あ
る
が
、
そ
の
成
果
は
今
後
村
民
の
新
た
な
る
期
待
に
こ
た
え

る
事
を
確
信
し
て
い
る
。

ま
た
登
記
所
へ
地
籍
簿
・
地
籍
図
・
地
番
対
照
表
等
を
持
ち
込
ん

だ
時
点
で
、
測
量
完
了
部
落
の
協
力
委
員
の
方
々
に
、
感
謝
状
と
粗

品
を
贈
呈
し
て
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
っ
て
い
る
。
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四 四
五 四

ヽ ヽ

地
籍
調
査
事
業
開
始
経
過
概
要

二
一
、

五

二
、
一
八

二
、
二
三

三
、
一
四

三
、
三
一

四
、
一

五
、
一
三

五
、
一
五

五
、
二
九

七
、

五

県
に
対
し
て
地
籍
調
査
事
業
の
実
施
要
望
書
提
出

昭
和
四
五
年
度
地
籍
調
査
事
業
計
画
書
県
に
提
出

地
理
院
四
国
測
量
部
長
に
対
し
基
準
点
測
量
方
の
陳

情国
土
調
査
推
進
協
議
会
開
催

国
土
調
査
実
施
に
伴
う
部
落
説
明
会
開
催

国
土
調
査
事
務
体
制
確
立

専
任
三
名
兼
務
二
名

昭
和
四
五
年
度
地
籍
調
査
事
業
計
画

県
と
協
議

昭
和
四
五
年
度
国
土
調
査
(
地
籍
調
査
)
費
補
助
金

内
示

実
施
協
力
委
員
二
二
名
委
嘱

一
筆
地
確
認
調
査
開
始

七
、
一
五
付
昭
和
四
五
年
度
地
籍
調
査
事
業
計
画
承
認

九
、

三

九
、

四

九
、
二
六

一
〇
、

八

一
〇
、

九

一
一
、

六

国
土
調
査
費
補
助
金
決
定
通
知

美
川
村
告
示
六
号
で
地
籍
調
査
実
施
の
公
示

C
D
F
測
量
契
約

平
和
測
量
株
式
会
社

松
山
地
方
法
務
局
美
川
出
張
所
と
の
協
議
会
開
催

図
枚
点
現
地
選
定
に
入
る
(
平
和
測
量
)

現
地
測
量
開
始
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昭和45年度 上浮穴郡美川村有枝

地 籍 調 査 前 地 籍 調
地 目

筆数i面ん引摘 要 筆数i面ん警

田

畑

宅 地

塩 田

鉱 泉 地

池 沼

内

河

墓

境

運

水 道

林

場

野

地

地

地

地

用

用

用 悪 水 路

溜 池

堤

井 溝

保 安 林

公衆用道路

公 園

雑 種 地

学 校 用 地

長 狭 物

筆界未定地

合 計

「
一
-
‖
■
喜
喜
賀
’
話

∩
ノ
しO

5

8

1

つ
堕

4

5

0

ィ
ー
ー67

1

1

(
ソ
し

1

2

1

筆界未定地3
筆を含む

道 6.81

水10.42

207

地
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査
実
施
前
後
の
地
目
別
筆
数
面
積
変
動
表



昭和45年度 上浮穴郡美川村大字上黒岩

地 籍 調 査 後

筆数1面劇摘 要
地 目l 

地 籍 調 査 前 

筆 数 
面積 

ha 
摘 

田 

11 7 l18 

1.78 31.20 32.98 

畑 

宅 地 

塩 田 

鉱 泉 地 

池 沼 

山 林 

牧 場 

原 野 

墓 地 

境 内 地 

運 河 用 地 

水 道 用 地 

用 悪 水 路 

溜 池 

堤 

井 溝 

保 安 林 

公衆用道路 

公 園 

雑種地 長狭物 

筆界未定地 

合 計 

圏 道 0.17

水 0.18
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昭和46年度 上浮穴郡美川村有枝の一部

地 籍 調 査 前
地 目

筆数i面劇摘 要

地 籍 調 査 後

筆数I面炉i摘 要

田

畑

宅 地

塩 田

鉱 泉 地

池 沼

山 林

牧 場

原 野

墓 地

境 内 地

運 河 用 地

水 道 用 地

用 悪 水 路

溜 池

堤

井 溝

保 安 林

公衆用道路

公 園

雑 種 地

長 狭 物

筆界未定地

合 計

道 3.87

水 3.62
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昭和46年度 上浮穴郡美川村七鳥の一部

地 籍 調 査 前
地 目

筆数I面炉l摘 要

地 籍 調 査 後

筆数i面炉i摘 要

田

畑

宅 地

塩 田

鉱 泉 地

池 沼

山

牧

原

墓

境

運

水

内
‥

用

用

河

道

場

野

地

地

地

地

用 悪 水 路

溜 池

堤

井 韓

保 安 林

公衆用道路

公 園

雑 種 地

長 狭 物

筆界未定地

合 計

2

2

3

1

「
へ
J

了

8

8

4

1

∩
コ7

9

1

貫
J

l
l

(
ソ
し

∩
コ

0

4

∩
コ

3

9質
物

筆数中には筆界未
定地1筆を含む②
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第3章 国 土 調 査

昭和46年度 上浮穴郡美川村大字上黒岩の-部

地 目 

地 籍 調 査 前 地 籍 調 査 後 

筆 数 
面積 
履 摘 要 筆 数 面磨I摘 要 

田 畑 宅地 塩田 鉱泉地 池沼 山林 牧場 原野 墓地 境内地 運河用地 水道用地 用悪水路 溜池 堤 井韓 保安林 公衆周道路 公園 雑種地 長狭物 筆界未定地 合計 

6 6 12 2.49 1.68 4.17 1了 17 8,56 12 8.68 

道0.12 水(53.82nの 
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昭和47年度 上浮穴郡美川村東川の-部

地 籍 調 査 前 地 籍 調 査 後

筆数i面磨i摘 要

田

畑

河

宅

塩

鉱

池

山

牧

原

墓

境

運

水 道

場

野

地

地

地

地

用

局

内

用 悪 水 路

溜 池

堤

井 溝

保 安 林

公衆用道路

公 園

雑 種 地

学 校 用 地

狭 長 物

筆界未定地

合 計

2

6

6

4

2

1

0

0

0

了

6

6

貫
J

2

〔
ノ
し

1

0

0

筆数中には筆界未
定地6筆を含む

難韓繋諜

籠苦難警護

道 8.96

水 3.03

212



第3章 国 土 調 査

昭和47年度 上浮穴郡美川村七烏の一部

地 籍 調 査 前
地 目

筆数i面磨i摘 要

地 籍 調 査 後

筆数i面炉i摘 要

田

畑

宅 地

塩 田

鉱 泉 地

池 沼

山 林

牧 場

原 野

墓 地

境 内 地

運 河 用 地

水 道 用 地

用 悪 水 路

溜 池

堤

井 籠

保 安 林

公衆用道路

公 園

雑 種 地

長 狭 物

筆界未定地

合 計

0

2

1
I

4

1

に
J

6

6

8

3

0

0

0

0

筆数中には筆界未
定地22筆を含む

道36.58

水 5.65
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昭和47年度事業費実績調書 (負担割合)

1.収 入 の 部

2.支 出 の 部

費 目 法 定 費 予 算 額 精 算 額 備 考

給 料

職 員 手 当

共 済 費

賃 金

旅 費

需 用 費

使用料及賃借料

備 品 購 入 費

54,000

164,000

105,000

21 ,000

62,000

212,000

114,000

円
4,032,146

1,了69,236

了36,了23

33,600

262,760

164,905

16,020

83,600

賃 金

需 用 費

役 務 費

使用料及賃借料

工 事 請 負 金

計

35了,000

164,000

2,000

49,000

9,630,000

10,608,000

486,000

370,000

2,000

100,000

13,0了3,000

14,35了,000

606,000

199,568

2,000

30,370

11,0了3,000

19,009,928
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州

開

思

叶

園

料

的

昭和 49年 度 事 業 計 画 地 区 別 説明調書
市町村名|上浮穴郡 美 川村

県営地区名 l
市町村面積 I@市H附全体計 画面積|現行10ヶ年計画量|難詰干の |鞘年度実施予定 I49年度事業費 I@一@-(C)残面積

135州 | 128.25凶 | 13. 351cnI 19，146-f"F9 I 81.36凶

職員配置状況 |専任7人兼任。人縮尺別面積実施済面積! 250 lCnI 500 1.60凶 1，000 31.94lcnIl 2，500 lcnIl 5，000 lCnI 

調査目的事由 | 開発の基礎資料整備と地籍の明確化を図る

着 単位区域 条 ドド 48年度ま での 実績 49 年度事業計画 認登証記所請送求付計計画画

手
名称 精 縮

斜傾度

視

一筆面積平均

筆
工程 別面 積 (凶〉 工程別面積(凶) I摘要

認証済lCnI 
所登記送

認証
所登記送

年
状通況

の
予請凶定求面積

形状(古品)¥E ¥(FFA)I G ¥ H I臨(K
C 
B)!(LDB)! E I(FFA)I G I H I換沢面ノ恨町尚ー!その他 k付d済 定付予lCnI 度 番号 凶

度 尺

45 
1.60 乙l 1/500 1.60 1.60 1.60 1.60 1.60 1.60 1.60 1.60 1. 60 

空翌110皇主264旦旦83旦kM 旦d 
~46 

45 
~47 

24.11 乙21/1000 24.11 24.11 24.11 24.11 24.11 24.11 24.11 24.10 3.01 

48 東川② 5.10 1/ ff 急傾 111 II 3，451 不 5.10 5.10 5.10 5.10 4.08 5.10 5.10 1. 02 

48 東川③ 4.69 Jγ f/ 急峻 グ 3，978ρ4.69 4.69 4.69 4.69 3.75 4.69 4.69 0.94 9.79kni 9.79kni 

量定盤聖量! 
5月0年 349 東川④ 3.42 乙31/2500 急、傾 山 I13，959 1/ 3.42 3.42 3.42 3.42 2.74 

「49 東川⑤ 10.83 乙21/1000 // 山E3，725 ff 10.83 10.83 10.83 10.83 8.65 

合計 49.75 35.50 35.50 35.50 35.50 25.71 25.711 33.54 14.25 14.251 14.25 14.25 9.79，9.79 13.35 4.61 9.79 31. 90 
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